
内 部 卓 話 　　　
「歴史同好会　宗像・大宰府　研修旅行報告」  堀　川　辰　也　会員
　台風19号が岡山を避けてくれたため、好天に恵まれ参加者一同は、新幹線で小倉に到着した。今回は、初
日のスタートは岩本・岡村・高橋・川西・岡本浩・藤岡・堀川の7人で、晩から山下会長が合流して計8人の男だけ
の旅となったが、それはそれで気兼ねなく、男の会話を楽しみながら、ジャンボタクシーで目的地へ向かった。
　最初は、天照大神の3人の娘、田心姫神（たぎりひめ）・湍津姫神（たぎつひめ）・市杵島姫神（いちきしまひ
め）を祭神とする宗像大社の辺津宮（へつぐう）を訪れた。この辺津宮は市杵島姫神を祭っており、田心姫神は対馬と福岡の中間
にある沖ノ島の沖津宮に、湍津姫神は沖ノ島と福岡の間の大島にある中津宮に祭られていて、この三宮を総称して宗像大社とい
う。宗像三神を祀る神社は、厳島神社・松尾大社・江島神社など全国に6200社を数える。辺津宮の本殿は、1578年宗像家最後の
大宮司宗像氏貞が、拝殿は1590年に小早川隆景により再建されており、国の重要文化財に指定されている。辺津宮の神苑（敷
地）内には、第二宮に田心姫神（沖津宮）第三宮に湍津姫神（中津宮）をお祀りし、宗像三宮を参拝できるようになっている。また神
宝館には、海の正倉院と言われる沖ノ島で発見された８万点におよぶ国宝が収蔵展示されており、貴重な神宝を鑑賞することがで
きた。
　昼食後は、宗像大社から博多方向へ車で３０分程の所にある宮地嶽神社を訪れた。この宮地嶽神社は神功皇后を祀っており、
創建は約1600年前で神功皇后が渡韓する際に、宮地岳山頂に祭壇を設けて祈願したのが始まりと言われている。ここは、開運商
売繁盛の神社として知られ、また日本一大きいと言われる大注連縄・大太鼓・大鈴も有名である。本殿の裏手には宮地嶽古墳があ
り、その横穴式石室は全長23メートルと日本最大級の大きさです。この宮地嶽古墳は、地下の正倉院と言われ、刀装具・馬具等約
300点が出土し、うち２０点が国宝に指定されている。そして宮地嶽神社が全国的に有名になったのは、男坂と呼ばれる神社正面
の石段から門前町を通り宮地浜まで至る、相島を望む西向きの参道と夕日が、2月及び10月の年2回一直線に並ぶ光景が、嵐が出
演するＪＡＬのＣＭで2016年に放映され、「光の道」と称されるようになってからである。ちょうどこの日も、この「光の道」を見ようと大勢
の観光客が、夕日が見える時間が来るのを列をなして待っていた。残念ながら時間の関係で、夕日を見るのは諦めて、次の博多市
内にある香椎宮へ向かった。
　香椎宮の由来は、約1800年前（西暦199年）熊襲の反乱を鎮めるため、ここ香椎の地に第14代仲哀天皇と神功皇后が来られた
が、仲哀天皇は志半ばでこの地で崩御された。その後、神功皇后は神のお告げを受けて新羅を平定し、凱旋後、仲哀天皇の御霊
を鎮めるためこの地に廟を建て祀られた。8世紀初め頃には、神功皇后もここに祀られ、大正４年からは皇子の応神天皇（八幡様）
と住吉大神を併せて祀っている。10世紀中頃までは、香椎宮は香椎廟と呼ばれていたが、明治以降香椎宮が正式名称となった。こ
の後は、1日目の宿泊地の中州へ向かい、夕食はもつ鍋に舌鼓を打ち博多の夜を満喫した。
　２日目は、朝ホテルを出発して太宰府へ向かい、最初に太宰府に入る直前にある水城に寄った。この水城は、天智天皇が白村江
の戦の敗戦後、大宰府防衛のために作られたもので、大野城のある四王寺山と西側の大野城市牛頸地区の台地の間の長さ1.2
㎞に及ぶ土塁である。この土塁は高さ９ｍ、基底部の幅が８０ｍ、上部の幅が２５ｍの2段構造になっている。土塁の博多側には幅
60ｍ深さ４ｍの濠が設けられていた。
　この後大宰府政庁跡の隣にある坂本八幡宮に寄った。この坂本八幡宮は、大伴旅人の邸と言われており、ここで白梅を愛でて
「梅花の宴」が催されたと言われている。この「梅花の宴」で作られた歌が万葉集に収められているが、これらの歌には序文があり、
「時に、初春の令月にして、気淑く風和らぎ、梅は鏡前の粉を披き・・・」という文章が、新年号の令和の原典となった。季節は秋だが、
白梅が咲いている情景を想像しながら、次の訪問地である九州国立博物館へ車を進めた。
　九州国立博物館は、2005年に東京・奈良・京都に続く国内4番目の国立博物館として完成し、毎年100万人を超える人が来場し
ている。今回訪れた際は、特別展として三国志展を３階の特別展示室で開催していて、曹操の墓の復元模型や出土品を見ること
ができた。4階には常設展示室があり、縄文土器から各時代の文化財やアジアとの文化交流を表す展示品が多数あり、昼食の時
間が迫っていたため、全てを見ることはできなかったのは、残念であった。
　昼食後は、九州国立博物館からのエスカレーターで太宰府天満宮へ降り、菅原道真公に頭が良くなるようお参りした。太宰府天
満宮は、菅原道真公を祀っているが、道真公の葬儀で遺体を引く牛車が、この地で動かなくなったため、ここに廟を建てて祀ったの
が始まりと言われている。道真公は、陰謀により太宰府に左遷されたのを恨みながら亡くなったため、それ以後、都で疫病が流行っ
たり数々の不吉なことが起こり、道真公の祟りによるものと恐れ、社殿を建立し社名に天満宮を使って祟りを鎮めようとした。後の時
代には祟りのことは忘れられ、道真公が生前は優れた学者であったことにより、現代まで学問の神様として信仰されるようになった。
　天満宮のお参りの後は、すぐ北側の四王寺山にあった大野城跡へ上がり、太宰府を一望する景色を観て、古代の情景を思い浮
かべた。大野城は天智天皇の命により白村江の戦の敗戦後、唐・新羅の侵入に備えて作られた古代山城で、山頂を中心に築かれ
た土塁と石塁で構成される城壁の長さは6.8ｋｍに及び、城域は東西1.5㎞南北3㎞の日本一大きい古代山城である。因みに岡山県
の鬼の城の城壁の長さは、2.8㎞である。
　次に、大野城から下りて大宰府政庁の東隣にある観世音寺に訪れた。ここの
梵鐘は、国宝に指定されており、京都妙心寺の梵鐘と兄弟と言われ、飛鳥時代
に作られた日本一古い梵鐘とされている。また、この観世音寺は奈良時代には、
東大寺・下野薬師寺とともに正式な僧になるための授戒が行われる三戒檀と
なった。ここにある、高さ５ｍの馬頭観世音菩薩立像など18体の仏像は、国の重
要文化財に指定されていて、とても見応えがあった。
　今回の研修旅行は、元号が令和になったことで、大変注目された太宰府天満
宮を中心に訪れたが、その他の訪問地も非常に歴史を感じることができ、大変有
意義な旅となった。

出席の状況　
会員数　52名（内出席免除者　０名）　出席者数　38名　　欠席者数　14名　　出席率　73.08％
欠席者　五島，日笠（常），入江，駒井，森永，仲田，西山，大賀，岡本（和），奥田，田原，槌田，
　　　　氏房，横山

ビジター　〈赤磐RC〉大森  信彦　様
会 長 報 告 会　長　山　下　浩　一
　昨日12月8日岡山城RCの創立30周年の記念式典に出席しました。平成元年（1989年）誕生
のクラブで、この頃には数多くのRCが誕生しました。（北西RCは平成3年。）周年事業として吉
備津神社の檜皮葺（ひわだぶき）大屋根を守る為、檜苗木50本を地元鯉山小学校6年生（32
名）と一緒に植樹され、山陽新聞、RSKにも取り上げられていました。（令和元年10.28）地区補
助金事業として、真備町の水害で太鼓が全滅した「吉備真備太鼓」に木欅製長胴太鼓一尺三寸（平置台共）
を真備船穂総おどり（令和元年7.13）の会場で寄付されたりと独自の活動を行われていました。創立会員（チャー
ターメンバー）はお一人だけおられました。
　姉妹クラブは台北市華岡扶輪社で、19名の会員、夫人が参加され、友好クラブはお城名友好姉妹クラブの岐
阜城（ぎふじょう）RCと松本城（まつもとおしろ）RCが来られていました。非常に参考になる周年会でした。

幹 事 報 告 幹　事　西　岡　貞　則
① 12月15日㈰さん太ホールで「第5回高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を開催
いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

② 4月4日㈯勝山文化センターで開催される「第８・９グループIM」のご案内がございました。全
員登録となっておりますので、ご出席よろしくお願いいたします。皆様には後日改めてご案内
をさせていただきます。

③ クラブの活動用ベストを受付で配付いたします。
④ 4月の合同例会についてご報告いたします。4月14日㈫岡山北RC合同例会、4月25日㈯京都朱雀RC合同例会。
⑤ バギオ基金事業報告書、 他クラブ週報を回覧いたします。

スマイル報告　 
赤磐RC大森信彦様 
山下会長 : 三宅健太郎さん新入会おめでとうございます。末長くお付き合いしましょう。

大森信彦さん、北西RCでのメークアップ有難うございます。当クラブの例会楽しんで下さい。（次年
度からは北西RCに入会してくださいネ。）

西岡幹事 : 三宅様入会ありがとうございます。早くRCに慣れて下さい。
昨日、岡山城RCの30周年に行ってきました。次年度の岡山北西RCの30周年も盛り上げていきましょう。

岡本（浩）会員 : 三宅健太郎さんの新入会を歓迎してスマイルです。ロータリーを共に楽しみましょう。
竹本会員 : 三宅健太郎様、入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんでください。
笠原会員 : 新入会員三宅さん、是非野球部の活動にも参加お願いします。
  楠  会員 : 三宅様ご入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんで下さい。
樋口会員 : 土曜日、六甲全山縦走50キロ、15時間かけて楽しんできました。翌日、日曜日は御津の健康マラソン10

キロに参加して、1年の走り納めをしてきました。ケガなく病気なく遊べたことに感謝してスマイルします。
三宅会員の入会に感謝してスマイルします。

小林会員 : 12月7日㈯ゴルフコンペでニアピン賞を頂きました。スマイルさせて頂きます。
小菅会員 : お小遣いが増えたのでスマイルします。
森本会員 : 先ほど廣榮堂（こうえいどう）中納言本店の新築竣工式にお邪魔させて頂きました。美味しいきびだ

んごを頂いたのでスマイルします。
鈴木会員 : 西岡幹事、藤木会員、京都朱雀さんとの打合せお疲れ様でした。久 に々回転するレストランに入りました。
藤木会員 : バッチ忘れ、遅刻しました。申し訳ありません。
ハローファクトリー : 本日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。

 14件 35,110円（累計 730,192円）

新会員入会式  　　　
三宅健太郎（みやけ　けんたろう）
　・推薦者　　西岡貞則・樋口芳紀
　・生年月日　昭和51年9月20日
　・勤務先　　健楼工務店 株式会社
　　　　　　　代表取締役
　・職業分類　建築請負業

第６回 理事・役員会議事録
日  時　2019年12月２日㈪13：30～14：30　　　
場  所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　会 会　　　長　山下浩一
 司会・幹事　西岡貞則
⒉ 出席者 副　幹　事　森本剛仁
山下浩一  岡本浩三  西岡貞則  森本剛仁  　笠原英司  楠慎平　  仲田錠二　  氏房信明  鈴木一生
野田洋市  山田喜広  樋口芳紀  小松原隆代  堀川辰也  小松忠男  竹本千代子  平松信　
⒊ 会長挨拶 会　　　長　山下浩一
⒋審議事項
①12月～２月のプログラムについて　…堀川委員長より日程の説明があり、原案通り承認　　
②社会奉仕事業について　…鈴木委員長より現在計画中の案について説明がありました
③新年互礼会・長寿の祝について　…小松原委員長より内容の説明・予算について説明があり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　原案通り承認
④合同例会について　…詳細についてはこれから協議する旨、報告がありました
　ア令和２年４月14日㈫岡山北RCとの合同例会　
　イ令和２年４月25日㈯京都朱雀RCとの合同例会
　⑤ＩＭの登録について　…原案通り承認
⒌ 報告事項
　①令和２年５月24日に外国人の方への無料健康診断を実施する予定
⒍ 閉　会 副　会　長　岡本浩三

会 長
副 会 長
幹 事
副 幹 事
理事・Ｓ.Ａ.Ａ.
副 Ｓ . Ａ . Ａ .

山 下 浩 一
岡 本 浩 三
西 岡 貞 則
森 本 剛 仁
笠 原 英 司
楠 　 慎 平

◆理事・役員（2019.7～2020.6）
会 計
理事・職業奉仕
理事・社会奉仕
理事・国際奉仕
理事・青少年奉仕
理事・会員増強

仲 田 錠 二
氏 房 信 明
鈴 木 一 生
野 田 洋 市
山 田 喜 広
樋 口 芳 紀

理事・プログラム
理事・親睦活動
理事・ロータリー財団
直 前 会 長
次 期 会 長

堀 川 辰 也
小松原　隆　代
小 松 忠 男
竹　本　千代子
平 松 　 信

「ロータリーを楽しもう（Enjoy Rotary）」
「I’m a Rotarian!」地区のスローガン

クラブのスローガン

2019～2020年度国際ロータリーのテーマ ◆本日のプログラム ◆次回のプログラム

E-mail : hokusei@ok6rc.jp　http://okayama-hokusei-rc.jp

ロータリーは世界をつなぐ
12月22日
クリスマス家族例会 
（夜間例会） 

12月16日
外部卓話 

「犯罪被害者支援
大学生ボランティア連絡会

「あした彩」について」
坂本 彩華 様
 上田 彩夏 様

岡山県警察本部　
県民応接課 
犯罪被害者支援室 
警部補　藤原 佐千子 様
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演するＪＡＬのＣＭで2016年に放映され、「光の道」と称されるようになってからである。ちょうどこの日も、この「光の道」を見ようと大勢
の観光客が、夕日が見える時間が来るのを列をなして待っていた。残念ながら時間の関係で、夕日を見るのは諦めて、次の博多市
内にある香椎宮へ向かった。
　香椎宮の由来は、約1800年前（西暦199年）熊襲の反乱を鎮めるため、ここ香椎の地に第14代仲哀天皇と神功皇后が来られた
が、仲哀天皇は志半ばでこの地で崩御された。その後、神功皇后は神のお告げを受けて新羅を平定し、凱旋後、仲哀天皇の御霊
を鎮めるためこの地に廟を建て祀られた。8世紀初め頃には、神功皇后もここに祀られ、大正４年からは皇子の応神天皇（八幡様）
と住吉大神を併せて祀っている。10世紀中頃までは、香椎宮は香椎廟と呼ばれていたが、明治以降香椎宮が正式名称となった。こ
の後は、1日目の宿泊地の中州へ向かい、夕食はもつ鍋に舌鼓を打ち博多の夜を満喫した。
　２日目は、朝ホテルを出発して太宰府へ向かい、最初に太宰府に入る直前にある水城に寄った。この水城は、天智天皇が白村江
の戦の敗戦後、大宰府防衛のために作られたもので、大野城のある四王寺山と西側の大野城市牛頸地区の台地の間の長さ1.2
㎞に及ぶ土塁である。この土塁は高さ９ｍ、基底部の幅が８０ｍ、上部の幅が２５ｍの2段構造になっている。土塁の博多側には幅
60ｍ深さ４ｍの濠が設けられていた。
　この後大宰府政庁跡の隣にある坂本八幡宮に寄った。この坂本八幡宮は、大伴旅人の邸と言われており、ここで白梅を愛でて
「梅花の宴」が催されたと言われている。この「梅花の宴」で作られた歌が万葉集に収められているが、これらの歌には序文があり、
「時に、初春の令月にして、気淑く風和らぎ、梅は鏡前の粉を披き・・・」という文章が、新年号の令和の原典となった。季節は秋だが、
白梅が咲いている情景を想像しながら、次の訪問地である九州国立博物館へ車を進めた。
　九州国立博物館は、2005年に東京・奈良・京都に続く国内4番目の国立博物館として完成し、毎年100万人を超える人が来場し
ている。今回訪れた際は、特別展として三国志展を３階の特別展示室で開催していて、曹操の墓の復元模型や出土品を見ること
ができた。4階には常設展示室があり、縄文土器から各時代の文化財やアジアとの文化交流を表す展示品が多数あり、昼食の時
間が迫っていたため、全てを見ることはできなかったのは、残念であった。
　昼食後は、九州国立博物館からのエスカレーターで太宰府天満宮へ降り、菅原道真公に頭が良くなるようお参りした。太宰府天
満宮は、菅原道真公を祀っているが、道真公の葬儀で遺体を引く牛車が、この地で動かなくなったため、ここに廟を建てて祀ったの
が始まりと言われている。道真公は、陰謀により太宰府に左遷されたのを恨みながら亡くなったため、それ以後、都で疫病が流行っ
たり数々の不吉なことが起こり、道真公の祟りによるものと恐れ、社殿を建立し社名に天満宮を使って祟りを鎮めようとした。後の時
代には祟りのことは忘れられ、道真公が生前は優れた学者であったことにより、現代まで学問の神様として信仰されるようになった。
　天満宮のお参りの後は、すぐ北側の四王寺山にあった大野城跡へ上がり、太宰府を一望する景色を観て、古代の情景を思い浮
かべた。大野城は天智天皇の命により白村江の戦の敗戦後、唐・新羅の侵入に備えて作られた古代山城で、山頂を中心に築かれ
た土塁と石塁で構成される城壁の長さは6.8ｋｍに及び、城域は東西1.5㎞南北3㎞の日本一大きい古代山城である。因みに岡山県
の鬼の城の城壁の長さは、2.8㎞である。
　次に、大野城から下りて大宰府政庁の東隣にある観世音寺に訪れた。ここの
梵鐘は、国宝に指定されており、京都妙心寺の梵鐘と兄弟と言われ、飛鳥時代
に作られた日本一古い梵鐘とされている。また、この観世音寺は奈良時代には、
東大寺・下野薬師寺とともに正式な僧になるための授戒が行われる三戒檀と
なった。ここにある、高さ５ｍの馬頭観世音菩薩立像など18体の仏像は、国の重
要文化財に指定されていて、とても見応えがあった。
　今回の研修旅行は、元号が令和になったことで、大変注目された太宰府天満
宮を中心に訪れたが、その他の訪問地も非常に歴史を感じることができ、大変有
意義な旅となった。

出席の状況　
会員数　52名（内出席免除者　０名）　出席者数　38名　　欠席者数　14名　　出席率　73.08％
欠席者　五島，日笠（常），入江，駒井，森永，仲田，西山，大賀，岡本（和），奥田，田原，槌田，
　　　　氏房，横山

ビジター　〈赤磐RC〉大森  信彦　様
会 長 報 告 会　長　山　下　浩　一
　昨日12月8日岡山城RCの創立30周年の記念式典に出席しました。平成元年（1989年）誕生
のクラブで、この頃には数多くのRCが誕生しました。（北西RCは平成3年。）周年事業として吉
備津神社の檜皮葺（ひわだぶき）大屋根を守る為、檜苗木50本を地元鯉山小学校6年生（32
名）と一緒に植樹され、山陽新聞、RSKにも取り上げられていました。（令和元年10.28）地区補
助金事業として、真備町の水害で太鼓が全滅した「吉備真備太鼓」に木欅製長胴太鼓一尺三寸（平置台共）
を真備船穂総おどり（令和元年7.13）の会場で寄付されたりと独自の活動を行われていました。創立会員（チャー
ターメンバー）はお一人だけおられました。
　姉妹クラブは台北市華岡扶輪社で、19名の会員、夫人が参加され、友好クラブはお城名友好姉妹クラブの岐
阜城（ぎふじょう）RCと松本城（まつもとおしろ）RCが来られていました。非常に参考になる周年会でした。

幹 事 報 告 幹　事　西　岡　貞　則
① 12月15日㈰さん太ホールで「第5回高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を開催
いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

② 4月4日㈯勝山文化センターで開催される「第８・９グループIM」のご案内がございました。全
員登録となっておりますので、ご出席よろしくお願いいたします。皆様には後日改めてご案内
をさせていただきます。

③ クラブの活動用ベストを受付で配付いたします。
④ 4月の合同例会についてご報告いたします。4月14日㈫岡山北RC合同例会、4月25日㈯京都朱雀RC合同例会。
⑤ バギオ基金事業報告書、 他クラブ週報を回覧いたします。

スマイル報告　 
赤磐RC大森信彦様 
山下会長 : 三宅健太郎さん新入会おめでとうございます。末長くお付き合いしましょう。

大森信彦さん、北西RCでのメークアップ有難うございます。当クラブの例会楽しんで下さい。（次年
度からは北西RCに入会してくださいネ。）

西岡幹事 : 三宅様入会ありがとうございます。早くRCに慣れて下さい。
昨日、岡山城RCの30周年に行ってきました。次年度の岡山北西RCの30周年も盛り上げていきましょう。

岡本（浩）会員 : 三宅健太郎さんの新入会を歓迎してスマイルです。ロータリーを共に楽しみましょう。
竹本会員 : 三宅健太郎様、入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんでください。
笠原会員 : 新入会員三宅さん、是非野球部の活動にも参加お願いします。
  楠  会員 : 三宅様ご入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんで下さい。
樋口会員 : 土曜日、六甲全山縦走50キロ、15時間かけて楽しんできました。翌日、日曜日は御津の健康マラソン10

キロに参加して、1年の走り納めをしてきました。ケガなく病気なく遊べたことに感謝してスマイルします。
三宅会員の入会に感謝してスマイルします。

小林会員 : 12月7日㈯ゴルフコンペでニアピン賞を頂きました。スマイルさせて頂きます。
小菅会員 : お小遣いが増えたのでスマイルします。
森本会員 : 先ほど廣榮堂（こうえいどう）中納言本店の新築竣工式にお邪魔させて頂きました。美味しいきびだ

んごを頂いたのでスマイルします。
鈴木会員 : 西岡幹事、藤木会員、京都朱雀さんとの打合せお疲れ様でした。久 に々回転するレストランに入りました。
藤木会員 : バッチ忘れ、遅刻しました。申し訳ありません。
ハローファクトリー : 本日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。

 14件 35,110円（累計 730,192円）

新会員入会式  　　　
三宅健太郎（みやけ　けんたろう）
　・推薦者　　西岡貞則・樋口芳紀
　・生年月日　昭和51年9月20日
　・勤務先　　健楼工務店 株式会社
　　　　　　　代表取締役
　・職業分類　建築請負業

第６回 理事・役員会議事録
日  時　2019年12月２日㈪13：30～14：30　　　
場  所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　会 会　　　長　山下浩一
 司会・幹事　西岡貞則
⒉ 出席者 副　幹　事　森本剛仁
山下浩一  岡本浩三  西岡貞則  森本剛仁  　笠原英司  楠慎平　  仲田錠二　  氏房信明  鈴木一生
野田洋市  山田喜広  樋口芳紀  小松原隆代  堀川辰也  小松忠男  竹本千代子  平松信　
⒊ 会長挨拶 会　　　長　山下浩一
⒋審議事項
①12月～２月のプログラムについて　…堀川委員長より日程の説明があり、原案通り承認　　
②社会奉仕事業について　…鈴木委員長より現在計画中の案について説明がありました
③新年互礼会・長寿の祝について　…小松原委員長より内容の説明・予算について説明があり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　原案通り承認
④合同例会について　…詳細についてはこれから協議する旨、報告がありました
　ア令和２年４月14日㈫岡山北RCとの合同例会　
　イ令和２年４月25日㈯京都朱雀RCとの合同例会
　⑤ＩＭの登録について　…原案通り承認
⒌ 報告事項
　①令和２年５月24日に外国人の方への無料健康診断を実施する予定
⒍ 閉　会 副　会　長　岡本浩三
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内 部 卓 話 　　　
「歴史同好会　宗像・大宰府　研修旅行報告」  堀　川　辰　也　会員
　台風19号が岡山を避けてくれたため、好天に恵まれ参加者一同は、新幹線で小倉に到着した。今回は、初
日のスタートは岩本・岡村・高橋・川西・岡本浩・藤岡・堀川の7人で、晩から山下会長が合流して計8人の男だけ
の旅となったが、それはそれで気兼ねなく、男の会話を楽しみながら、ジャンボタクシーで目的地へ向かった。
　最初は、天照大神の3人の娘、田心姫神（たぎりひめ）・湍津姫神（たぎつひめ）・市杵島姫神（いちきしまひ
め）を祭神とする宗像大社の辺津宮（へつぐう）を訪れた。この辺津宮は市杵島姫神を祭っており、田心姫神は対馬と福岡の中間
にある沖ノ島の沖津宮に、湍津姫神は沖ノ島と福岡の間の大島にある中津宮に祭られていて、この三宮を総称して宗像大社とい
う。宗像三神を祀る神社は、厳島神社・松尾大社・江島神社など全国に6200社を数える。辺津宮の本殿は、1578年宗像家最後の
大宮司宗像氏貞が、拝殿は1590年に小早川隆景により再建されており、国の重要文化財に指定されている。辺津宮の神苑（敷
地）内には、第二宮に田心姫神（沖津宮）第三宮に湍津姫神（中津宮）をお祀りし、宗像三宮を参拝できるようになっている。また神
宝館には、海の正倉院と言われる沖ノ島で発見された８万点におよぶ国宝が収蔵展示されており、貴重な神宝を鑑賞することがで
きた。
　昼食後は、宗像大社から博多方向へ車で３０分程の所にある宮地嶽神社を訪れた。この宮地嶽神社は神功皇后を祀っており、
創建は約1600年前で神功皇后が渡韓する際に、宮地岳山頂に祭壇を設けて祈願したのが始まりと言われている。ここは、開運商
売繁盛の神社として知られ、また日本一大きいと言われる大注連縄・大太鼓・大鈴も有名である。本殿の裏手には宮地嶽古墳があ
り、その横穴式石室は全長23メートルと日本最大級の大きさです。この宮地嶽古墳は、地下の正倉院と言われ、刀装具・馬具等約
300点が出土し、うち２０点が国宝に指定されている。そして宮地嶽神社が全国的に有名になったのは、男坂と呼ばれる神社正面
の石段から門前町を通り宮地浜まで至る、相島を望む西向きの参道と夕日が、2月及び10月の年2回一直線に並ぶ光景が、嵐が出
演するＪＡＬのＣＭで2016年に放映され、「光の道」と称されるようになってからである。ちょうどこの日も、この「光の道」を見ようと大勢
の観光客が、夕日が見える時間が来るのを列をなして待っていた。残念ながら時間の関係で、夕日を見るのは諦めて、次の博多市
内にある香椎宮へ向かった。
　香椎宮の由来は、約1800年前（西暦199年）熊襲の反乱を鎮めるため、ここ香椎の地に第14代仲哀天皇と神功皇后が来られた
が、仲哀天皇は志半ばでこの地で崩御された。その後、神功皇后は神のお告げを受けて新羅を平定し、凱旋後、仲哀天皇の御霊
を鎮めるためこの地に廟を建て祀られた。8世紀初め頃には、神功皇后もここに祀られ、大正４年からは皇子の応神天皇（八幡様）
と住吉大神を併せて祀っている。10世紀中頃までは、香椎宮は香椎廟と呼ばれていたが、明治以降香椎宮が正式名称となった。こ
の後は、1日目の宿泊地の中州へ向かい、夕食はもつ鍋に舌鼓を打ち博多の夜を満喫した。
　２日目は、朝ホテルを出発して太宰府へ向かい、最初に太宰府に入る直前にある水城に寄った。この水城は、天智天皇が白村江
の戦の敗戦後、大宰府防衛のために作られたもので、大野城のある四王寺山と西側の大野城市牛頸地区の台地の間の長さ1.2
㎞に及ぶ土塁である。この土塁は高さ９ｍ、基底部の幅が８０ｍ、上部の幅が２５ｍの2段構造になっている。土塁の博多側には幅
60ｍ深さ４ｍの濠が設けられていた。
　この後大宰府政庁跡の隣にある坂本八幡宮に寄った。この坂本八幡宮は、大伴旅人の邸と言われており、ここで白梅を愛でて
「梅花の宴」が催されたと言われている。この「梅花の宴」で作られた歌が万葉集に収められているが、これらの歌には序文があり、
「時に、初春の令月にして、気淑く風和らぎ、梅は鏡前の粉を披き・・・」という文章が、新年号の令和の原典となった。季節は秋だが、
白梅が咲いている情景を想像しながら、次の訪問地である九州国立博物館へ車を進めた。
　九州国立博物館は、2005年に東京・奈良・京都に続く国内4番目の国立博物館として完成し、毎年100万人を超える人が来場し
ている。今回訪れた際は、特別展として三国志展を３階の特別展示室で開催していて、曹操の墓の復元模型や出土品を見ること
ができた。4階には常設展示室があり、縄文土器から各時代の文化財やアジアとの文化交流を表す展示品が多数あり、昼食の時
間が迫っていたため、全てを見ることはできなかったのは、残念であった。
　昼食後は、九州国立博物館からのエスカレーターで太宰府天満宮へ降り、菅原道真公に頭が良くなるようお参りした。太宰府天
満宮は、菅原道真公を祀っているが、道真公の葬儀で遺体を引く牛車が、この地で動かなくなったため、ここに廟を建てて祀ったの
が始まりと言われている。道真公は、陰謀により太宰府に左遷されたのを恨みながら亡くなったため、それ以後、都で疫病が流行っ
たり数々の不吉なことが起こり、道真公の祟りによるものと恐れ、社殿を建立し社名に天満宮を使って祟りを鎮めようとした。後の時
代には祟りのことは忘れられ、道真公が生前は優れた学者であったことにより、現代まで学問の神様として信仰されるようになった。
　天満宮のお参りの後は、すぐ北側の四王寺山にあった大野城跡へ上がり、太宰府を一望する景色を観て、古代の情景を思い浮
かべた。大野城は天智天皇の命により白村江の戦の敗戦後、唐・新羅の侵入に備えて作られた古代山城で、山頂を中心に築かれ
た土塁と石塁で構成される城壁の長さは6.8ｋｍに及び、城域は東西1.5㎞南北3㎞の日本一大きい古代山城である。因みに岡山県
の鬼の城の城壁の長さは、2.8㎞である。
　次に、大野城から下りて大宰府政庁の東隣にある観世音寺に訪れた。ここの
梵鐘は、国宝に指定されており、京都妙心寺の梵鐘と兄弟と言われ、飛鳥時代
に作られた日本一古い梵鐘とされている。また、この観世音寺は奈良時代には、
東大寺・下野薬師寺とともに正式な僧になるための授戒が行われる三戒檀と
なった。ここにある、高さ５ｍの馬頭観世音菩薩立像など18体の仏像は、国の重
要文化財に指定されていて、とても見応えがあった。
　今回の研修旅行は、元号が令和になったことで、大変注目された太宰府天満
宮を中心に訪れたが、その他の訪問地も非常に歴史を感じることができ、大変有
意義な旅となった。

出席の状況　
会員数　52名（内出席免除者　０名）　出席者数　38名　　欠席者数　14名　　出席率　73.08％
欠席者　五島，日笠（常），入江，駒井，森永，仲田，西山，大賀，岡本（和），奥田，田原，槌田，
　　　　氏房，横山

ビジター　〈赤磐RC〉大森  信彦　様
会 長 報 告 会　長　山　下　浩　一
　昨日12月8日岡山城RCの創立30周年の記念式典に出席しました。平成元年（1989年）誕生
のクラブで、この頃には数多くのRCが誕生しました。（北西RCは平成3年。）周年事業として吉
備津神社の檜皮葺（ひわだぶき）大屋根を守る為、檜苗木50本を地元鯉山小学校6年生（32
名）と一緒に植樹され、山陽新聞、RSKにも取り上げられていました。（令和元年10.28）地区補
助金事業として、真備町の水害で太鼓が全滅した「吉備真備太鼓」に木欅製長胴太鼓一尺三寸（平置台共）
を真備船穂総おどり（令和元年7.13）の会場で寄付されたりと独自の活動を行われていました。創立会員（チャー
ターメンバー）はお一人だけおられました。
　姉妹クラブは台北市華岡扶輪社で、19名の会員、夫人が参加され、友好クラブはお城名友好姉妹クラブの岐
阜城（ぎふじょう）RCと松本城（まつもとおしろ）RCが来られていました。非常に参考になる周年会でした。

幹 事 報 告 幹　事　西　岡　貞　則
① 12月15日㈰さん太ホールで「第5回高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を開催
いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

② 4月4日㈯勝山文化センターで開催される「第８・９グループIM」のご案内がございました。全
員登録となっておりますので、ご出席よろしくお願いいたします。皆様には後日改めてご案内
をさせていただきます。

③ クラブの活動用ベストを受付で配付いたします。
④ 4月の合同例会についてご報告いたします。4月14日㈫岡山北RC合同例会、4月25日㈯京都朱雀RC合同例会。
⑤ バギオ基金事業報告書、 他クラブ週報を回覧いたします。

スマイル報告　 
赤磐RC大森信彦様 
山下会長 : 三宅健太郎さん新入会おめでとうございます。末長くお付き合いしましょう。

大森信彦さん、北西RCでのメークアップ有難うございます。当クラブの例会楽しんで下さい。（次年
度からは北西RCに入会してくださいネ。）

西岡幹事 : 三宅様入会ありがとうございます。早くRCに慣れて下さい。
昨日、岡山城RCの30周年に行ってきました。次年度の岡山北西RCの30周年も盛り上げていきましょう。

岡本（浩）会員 : 三宅健太郎さんの新入会を歓迎してスマイルです。ロータリーを共に楽しみましょう。
竹本会員 : 三宅健太郎様、入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんでください。
笠原会員 : 新入会員三宅さん、是非野球部の活動にも参加お願いします。
  楠  会員 : 三宅様ご入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんで下さい。
樋口会員 : 土曜日、六甲全山縦走50キロ、15時間かけて楽しんできました。翌日、日曜日は御津の健康マラソン10

キロに参加して、1年の走り納めをしてきました。ケガなく病気なく遊べたことに感謝してスマイルします。
三宅会員の入会に感謝してスマイルします。

小林会員 : 12月7日㈯ゴルフコンペでニアピン賞を頂きました。スマイルさせて頂きます。
小菅会員 : お小遣いが増えたのでスマイルします。
森本会員 : 先ほど廣榮堂（こうえいどう）中納言本店の新築竣工式にお邪魔させて頂きました。美味しいきびだ

んごを頂いたのでスマイルします。
鈴木会員 : 西岡幹事、藤木会員、京都朱雀さんとの打合せお疲れ様でした。久 に々回転するレストランに入りました。
藤木会員 : バッチ忘れ、遅刻しました。申し訳ありません。
ハローファクトリー : 本日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。

 14件 35,110円（累計 730,192円）

新会員入会式  　　　
三宅健太郎（みやけ　けんたろう）
　・推薦者　　西岡貞則・樋口芳紀
　・生年月日　昭和51年9月20日
　・勤務先　　健楼工務店 株式会社
　　　　　　　代表取締役
　・職業分類　建築請負業

第６回 理事・役員会議事録
日  時　2019年12月２日㈪13：30～14：30　　　
場  所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　会 会　　　長　山下浩一
 司会・幹事　西岡貞則
⒉ 出席者 副　幹　事　森本剛仁
山下浩一  岡本浩三  西岡貞則  森本剛仁  　笠原英司  楠慎平　  仲田錠二　  氏房信明  鈴木一生
野田洋市  山田喜広  樋口芳紀  小松原隆代  堀川辰也  小松忠男  竹本千代子  平松信　
⒊ 会長挨拶 会　　　長　山下浩一
⒋審議事項
①12月～２月のプログラムについて　…堀川委員長より日程の説明があり、原案通り承認　　
②社会奉仕事業について　…鈴木委員長より現在計画中の案について説明がありました
③新年互礼会・長寿の祝について　…小松原委員長より内容の説明・予算について説明があり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　原案通り承認
④合同例会について　…詳細についてはこれから協議する旨、報告がありました
　ア令和２年４月14日㈫岡山北RCとの合同例会　
　イ令和２年４月25日㈯京都朱雀RCとの合同例会
　⑤ＩＭの登録について　…原案通り承認
⒌ 報告事項
　①令和２年５月24日に外国人の方への無料健康診断を実施する予定
⒍ 閉　会 副　会　長　岡本浩三

－２－

前回12月９日の例会記録前回12月９日の例会記録



内 部 卓 話 　　　
「歴史同好会　宗像・大宰府　研修旅行報告」  堀　川　辰　也　会員
　台風19号が岡山を避けてくれたため、好天に恵まれ参加者一同は、新幹線で小倉に到着した。今回は、初
日のスタートは岩本・岡村・高橋・川西・岡本浩・藤岡・堀川の7人で、晩から山下会長が合流して計8人の男だけ
の旅となったが、それはそれで気兼ねなく、男の会話を楽しみながら、ジャンボタクシーで目的地へ向かった。
　最初は、天照大神の3人の娘、田心姫神（たぎりひめ）・湍津姫神（たぎつひめ）・市杵島姫神（いちきしまひ
め）を祭神とする宗像大社の辺津宮（へつぐう）を訪れた。この辺津宮は市杵島姫神を祭っており、田心姫神は対馬と福岡の中間
にある沖ノ島の沖津宮に、湍津姫神は沖ノ島と福岡の間の大島にある中津宮に祭られていて、この三宮を総称して宗像大社とい
う。宗像三神を祀る神社は、厳島神社・松尾大社・江島神社など全国に6200社を数える。辺津宮の本殿は、1578年宗像家最後の
大宮司宗像氏貞が、拝殿は1590年に小早川隆景により再建されており、国の重要文化財に指定されている。辺津宮の神苑（敷
地）内には、第二宮に田心姫神（沖津宮）第三宮に湍津姫神（中津宮）をお祀りし、宗像三宮を参拝できるようになっている。また神
宝館には、海の正倉院と言われる沖ノ島で発見された８万点におよぶ国宝が収蔵展示されており、貴重な神宝を鑑賞することがで
きた。
　昼食後は、宗像大社から博多方向へ車で３０分程の所にある宮地嶽神社を訪れた。この宮地嶽神社は神功皇后を祀っており、
創建は約1600年前で神功皇后が渡韓する際に、宮地岳山頂に祭壇を設けて祈願したのが始まりと言われている。ここは、開運商
売繁盛の神社として知られ、また日本一大きいと言われる大注連縄・大太鼓・大鈴も有名である。本殿の裏手には宮地嶽古墳があ
り、その横穴式石室は全長23メートルと日本最大級の大きさです。この宮地嶽古墳は、地下の正倉院と言われ、刀装具・馬具等約
300点が出土し、うち２０点が国宝に指定されている。そして宮地嶽神社が全国的に有名になったのは、男坂と呼ばれる神社正面
の石段から門前町を通り宮地浜まで至る、相島を望む西向きの参道と夕日が、2月及び10月の年2回一直線に並ぶ光景が、嵐が出
演するＪＡＬのＣＭで2016年に放映され、「光の道」と称されるようになってからである。ちょうどこの日も、この「光の道」を見ようと大勢
の観光客が、夕日が見える時間が来るのを列をなして待っていた。残念ながら時間の関係で、夕日を見るのは諦めて、次の博多市
内にある香椎宮へ向かった。
　香椎宮の由来は、約1800年前（西暦199年）熊襲の反乱を鎮めるため、ここ香椎の地に第14代仲哀天皇と神功皇后が来られた
が、仲哀天皇は志半ばでこの地で崩御された。その後、神功皇后は神のお告げを受けて新羅を平定し、凱旋後、仲哀天皇の御霊
を鎮めるためこの地に廟を建て祀られた。8世紀初め頃には、神功皇后もここに祀られ、大正４年からは皇子の応神天皇（八幡様）
と住吉大神を併せて祀っている。10世紀中頃までは、香椎宮は香椎廟と呼ばれていたが、明治以降香椎宮が正式名称となった。こ
の後は、1日目の宿泊地の中州へ向かい、夕食はもつ鍋に舌鼓を打ち博多の夜を満喫した。
　２日目は、朝ホテルを出発して太宰府へ向かい、最初に太宰府に入る直前にある水城に寄った。この水城は、天智天皇が白村江
の戦の敗戦後、大宰府防衛のために作られたもので、大野城のある四王寺山と西側の大野城市牛頸地区の台地の間の長さ1.2
㎞に及ぶ土塁である。この土塁は高さ９ｍ、基底部の幅が８０ｍ、上部の幅が２５ｍの2段構造になっている。土塁の博多側には幅
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　この後大宰府政庁跡の隣にある坂本八幡宮に寄った。この坂本八幡宮は、大伴旅人の邸と言われており、ここで白梅を愛でて
「梅花の宴」が催されたと言われている。この「梅花の宴」で作られた歌が万葉集に収められているが、これらの歌には序文があり、
「時に、初春の令月にして、気淑く風和らぎ、梅は鏡前の粉を披き・・・」という文章が、新年号の令和の原典となった。季節は秋だが、
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　昼食後は、九州国立博物館からのエスカレーターで太宰府天満宮へ降り、菅原道真公に頭が良くなるようお参りした。太宰府天
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岡本（浩）会員 : 三宅健太郎さんの新入会を歓迎してスマイルです。ロータリーを共に楽しみましょう。
竹本会員 : 三宅健太郎様、入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんでください。
笠原会員 : 新入会員三宅さん、是非野球部の活動にも参加お願いします。
  楠  会員 : 三宅様ご入会おめでとうございます。ロータリーライフを楽しんで下さい。
樋口会員 : 土曜日、六甲全山縦走50キロ、15時間かけて楽しんできました。翌日、日曜日は御津の健康マラソン10

キロに参加して、1年の走り納めをしてきました。ケガなく病気なく遊べたことに感謝してスマイルします。
三宅会員の入会に感謝してスマイルします。

小林会員 : 12月7日㈯ゴルフコンペでニアピン賞を頂きました。スマイルさせて頂きます。
小菅会員 : お小遣いが増えたのでスマイルします。
森本会員 : 先ほど廣榮堂（こうえいどう）中納言本店の新築竣工式にお邪魔させて頂きました。美味しいきびだ

んごを頂いたのでスマイルします。
鈴木会員 : 西岡幹事、藤木会員、京都朱雀さんとの打合せお疲れ様でした。久 に々回転するレストランに入りました。
藤木会員 : バッチ忘れ、遅刻しました。申し訳ありません。
ハローファクトリー : 本日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。

 14件 35,110円（累計 730,192円）

新会員入会式  　　　
三宅健太郎（みやけ　けんたろう）
　・推薦者　　西岡貞則・樋口芳紀
　・生年月日　昭和51年9月20日
　・勤務先　　健楼工務店 株式会社
　　　　　　　代表取締役
　・職業分類　建築請負業

第６回 理事・役員会議事録
日  時　2019年12月２日㈪13：30～14：30　　　
場  所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　会 会　　　長　山下浩一
 司会・幹事　西岡貞則
⒉ 出席者 副　幹　事　森本剛仁
山下浩一  岡本浩三  西岡貞則  森本剛仁  　笠原英司  楠慎平　  仲田錠二　  氏房信明  鈴木一生
野田洋市  山田喜広  樋口芳紀  小松原隆代  堀川辰也  小松忠男  竹本千代子  平松信　
⒊ 会長挨拶 会　　　長　山下浩一
⒋審議事項
①12月～２月のプログラムについて　…堀川委員長より日程の説明があり、原案通り承認　　
②社会奉仕事業について　…鈴木委員長より現在計画中の案について説明がありました
③新年互礼会・長寿の祝について　…小松原委員長より内容の説明・予算について説明があり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　原案通り承認
④合同例会について　…詳細についてはこれから協議する旨、報告がありました
　ア令和２年４月14日㈫岡山北RCとの合同例会　
　イ令和２年４月25日㈯京都朱雀RCとの合同例会
　⑤ＩＭの登録について　…原案通り承認
⒌ 報告事項
　①令和２年５月24日に外国人の方への無料健康診断を実施する予定
⒍ 閉　会 副　会　長　岡本浩三

－３－

本日のメニュー（12月16日）
焼八寸　金目鯛若狭焼　花野菜八方煮　諸味噌　玉子焼き（岡山県産）　薑　鱒いくら醤油漬け　
蓋　物　鰊饅頭和欄　鼈甲餡　ぶぶあられ　
　　　　ちらし野菜（蕗・黄パプリカ）　生姜　木の芽
御造り　鰤一献盛　芽物一式　煎り胡麻　針茗荷　甘露醤油
小　鉢　きのこお浸し　湿地　舞茸　榎木茸　白木耳　
　　　　輪酢橘　食用菊
御　飯　岡山県産こしひかり
赤出汁　滑子　若芽　葱　粉山椒
香　物　白菜レモン　青しそ広島菜　黒糖良京

次回のメニュー（12月22日）　クリスマス家族例会特別メニュー　

　　会報部会／久松　哲生・藤木　希実子・丹治　康浩

クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 

前回メニュー（12月9日） ： 
金目鯛とお野菜のポトフ仕立て

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 


